
1228 L．肝，胆道

204　　　肝シンチグラムのautonated　computerized

pattern　characterization一人工知能的アルゴリズム

を用いて一
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　我々は今までポラロイドフイルムに撮像された

・gnTc－Sn　Colloid肝シンチグラム像をフライング

スポットスキャナを介してco■puterに導入し、　auto■ated

conputerized　pattern　characterizationと、autonated

conputeri2ed　difterential　diagnosisを行ない、

良好な結果をおさめてきた。

　今回scinticanera－conputer　on　line　Syste●において、

肝シンチグラムの仰臥位正面像、右側面像、腹臥位

背面像のauto■ated　conputerized　contour　extraction

を試みた結果、良好な結果を得た。そのアルゴリズム

を図1に示す。処理対象のうち、1例のoriginal

肝シンチグラムを図2に、その抽出された翰郭を図3

に示す。

アルゴリズムの骨子としては、正面像にて肝臓を認識

したのち脾臓の認簡を試みる。正面像のみにて判定し

■い時には背面像を参照し、関連情報を得た上で正面

像の脾■抽出を行なうようにしたものである。
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205　　　肝シンチグラムの臨床的有効度の定量的評

価一第1報
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　近年、医療の質がきびしく問題にされている。シン

チグラムを含む画像による診断情報がどれ程、実際の

診療に有用であるかの尺度を臨床的有効度、英語で

Clinical　efficacyという。臨床的有効度には主に3

の段階があると言われている。第1は診断における有

効度、または有効度za　1で、その診断情報がどのよう

な正診率がもっているかに関するもの、第2は患者の

取扱いにk・ける有効度または有効度ma　2で、その診断

情報によって患者に対する処置がどのような影響を受

げたかに関するもの、第3は患者予後における有効度、

または有効度za　3で、その診断情報が最終的な患者の

予後にどのような影響を及ぼしたかに関するものであ

る。これらの有効度のうち、ra　2とza　5の定量的評価

は困難であり、いずれにしても有効度ma　1の測定が前

提となる。

　我々は核医学画像診断のうち、最もよく行なわれて

いる肝シンチグラム診断について、医師の読影診断に

基く臨床的有効度za　1を評価することを計画した。症

例として、上記8施設より、確定診断付きの400症例

を収集した。その内訳は欠損を有する局在性病変Ys、

禰漫性疾患％及び正常Ysとし、最低2方向がそろって

いるものとした。各症例には肝手術・剖検所見報告シ

ー トを1部ずつ記入して添付する。このシートは大別

してω患者識別と一般所見②確定診断の根拠（8）肝所見

ωその他の所見に分かれており、各施設にbいて記入

された。症例はオリジナル・フィルムからのコピーが

なされ、50症例ずつ8組に括められた。

　一方、読影は400症例を電算機で発生した乱数によ

って、順序をパラパラにして50症例ずつ8施設に割

り振り、1ケ月50症例の速度で読影を行ない、8ケ

月で終了の予定である。読影は肝シンチグラム報告シ

ー トを作成して使用した。その内容は大別してω肝シ

ンチグラム所見（1－1）肝所見（1－2）脾所見②肝シン

チグラム診断から成る。

　我々の最終目標はシンチグラム診断の有病正診率や

無病誤診率を求め、その有効度ra　1を評価することで

あるが、本報ではその第1報として、実験の計画や方

法について報告する。

　本研究は日本アイソトープ協会核医学開発委員会の

エフィカシー1小委員会（委員長：町田喜久燦）にお

いて実施したものである。ここに感謝する。
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